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研究成果の概要（和文）：本研究は動画システムを用いて熟達教師と初心者教師の授業における状況認知の特徴
を明らかにした．また，初心者教師が熟達教師の状況認知の動画を観ることによって，どのような気づきや学び
が起こるのかを明らかにした．その結果，熟達教師は，目の前で起きている現象をとらえることよりも，授業全
体の流れや，全体計画の中でのこの授業やこの現象をとらえていることが明らかとなった．また，熟達教師は観
えている現象から，様々な要因や全体を複合的にとらえていることが明らかとなった．さらに，このような熟達
教師の状況認知を初心者教師が観ることで，新たな気づきや学びが促されることが明らかとなった．

研究成果の概要（英文）：We have studied and clarified the characteristics of situation awareness in 
classroom teaching by skilled and novice teachers with the use of video system. In addition, we have
 also clarified the kind of awareness and learning that could occur in the minds of novice teachers 
when they observe the videos of the skilled teachers’ situation awareness. Many skilled teachers 
analyze what happens in front of their eyes by considering the flow of lessons and the overall plan,
 not by simply deeming it as some sort of phenomenon. In other words, skilled teachers try to 
analyze the various factors that bring about what they see from a comprehensive viewpoint.

研究分野： スポーツ教育学

キーワード： 教師教育　スポーツ教育学　認知

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義と社会的意義は以下の２点である．
１．体育授業は教員の暗黙知が内包されているため，言語データ（教員が発した言葉や指導案）あるいは授業者
と授業観察者の記憶だけを拠所にして振り返る（検討する）ことに限界がある．そのため，授業時の動画を用い
て「この場面」を振り返ることで暗黙知が浮き彫りになるとともに，教員同士がその知を共有できる点．
２．「曖昧模糊とした授業改善の課題」あるいは「やりっぱなしの授業」ではなく，動画に映る授業時の学生の
具体的な姿を通して，授業の何が課題なのかを明確にして，着実に実践の成果を蓄積できる（暗黙知を教員の力
にしていく）点．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



１．研究開始当初の背景 

平成 27 年 7 月までの教育再生実行会議では大学教育の改革として教員の FD 活動が位置づけ

られていた．また，大学体育においては、平成 21 年 10 月に社団法人全国大学体育連合が FD 推

進宣言を行ない，それ以降積極的な FD 活動を行っている．しかしながら，日常的に教員力量形

成や授業改善の取り組みが充分に行われていない現状にある．そこで，授業改善の方法として動

画を用いて，個々の教員の力量を高める方法に取り組んだ． 

教員の力量を高める方法は，写真やオープンインタビューからリフレクションを行なう試み

（Tsangaridou and O’Sullivan:1994）、フィードバックキューの構造分析（Tan:1996），ドキ

ュメントを使った恒常的な比較(Rovegno:1997)などがあげられる．国内では，教員と学習者の相

互作用に着目した教授技術分析（高橋:1989,1991），再生刺激法を体育に取り入れた方略（中

井:1999），模擬授業やメンターを使った教育実習生の力量形成方略（木原:2002）（松田:2004）

（日野:2004），出来事から教員の気づきを促す研究（厚東:2004），教員が何を認知しているのか

を視覚 VTR からリフレクションして暗黙知を明らかにする再現認知法（西原：2008）などがあ

げられる．いずれも個々の教員の力量を高める方法として教育現場で活用されているが，教員同

士が協調的かつ日常的に取り組む方法には至っていない． 

上記のこれまでの手法から授業改善動画を見あうシステムとして応用することで暗黙知を顕

在化し，日常の大学教員生活の中で授業改善に取り込み，教員間で共に力量を高めあうことがで

きるのではないかと考えた． 

 

２．研究の目的 

本研究は，研究代表者がこれまで行なってきた暗黙知研究（図１）を拠所として，大学体育教

員が自らの授業を他の教員と協調しながら自覚化して課題確定できる授業改善動画を見あうシ

ステムを開発することを第１の目的とした．また，汎用性を高める改良を行なってアクションリ

サーチを機能させることで，日常的に授業改善に取り組む課題の整備と，大学体育教員の授業改

善に向けた組織風土を醸成することを第２の目的とした． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．研究の方法 

（１）360 度全方位型カメラを用いて，熟達教師が行なう大学体育授業を撮影した．その動画

を用いて，熟達教師と初心者教師のそれぞれがどこを観ているのかの視覚映像と，なぜそこを観

ているのかの語りを記録した． 



（２）熟達教師の視覚映像と語りを初心者教師が観た 1 週間後に，初心者教師が再び動画を観

て視覚映像と語りを記録して，（１）の初心者教師の VR 視覚映像と語りからの変化を明らかに

した． 

（３）（２）における一連の作業終了の後，授業者に対してインタビューを行なった．インタ

ビューのテーマは「動画を視聴して語り合うことで何を思ったか」である．その後，具体的に掘

り下げた質問を行なって授業者の語りを引き出した．また，アノテーションの語りや場面を想起

しながら語りを引き出した．分析方法には関連性評定質的分析法を用いた． 

 

４．研究の成果 

（１）熟達教師と初心者教師の語りの数と割合によると，熟達教師は初心者教師に比べて，「授

業の流れ」（初心者教師：7％，熟達教師：12％）と「全体計画」（初心者教師：6％，熟達教師：

13％）の割合が大きかった．一方，初心者教師は熟達教師に比べて，「運動技能」（初心者教師：

29％，熟達教師：19％）の割合が大きかった．「意欲」「学習環境」「賞賛」「教師の指導」は違い

がみられなかった．合計は，熟達教師の語りの数が多かった．熟達教師の VR 視覚映像を観た後

の初心者教師は，観る前に比べて，「全体計画」（観る前：2％，観た後：6％）が若干大きくなっ

た．同じ状況での熟達教師と初心者教師の語りでは，熟達教師が「この子どもの学習意欲が低い

のは課題が難しいためである．他にも数人の子どもにとってこの学習課題は難しい．全体的な計

画の中でのドリル学習（基礎技術の習得）が足りない．」と語っているように，意欲と全体計画

を複合的に語っている．一方，初心者教師は，「この子どもは意欲が低くて，積極的に取り組ん

でいない．」のように，観えている現象しか語っていない．熟達教師の VR 視界映像を観た後の

初心者教師の状況認知は，①暗記的状況認知（熟達教師の認知の暗記），②関連づけ状況認知（熟

達教師の認知に関連した新しい認知），③推論的状況認知（熟達教師の認知に基づき，全く新し

い推論をする）に分けると，単に暗記しているだけではなく，関連づけた新しい認知や推論がそ

れぞれ 2 場面抽出された． 

（２）授業者が動画アノテーションをどのようにとらえたのかについて，授業者の思考をまとめ

た．授業者は動画を使うことで「手軽に観ることができること」や「研究授業では出にくい細か

なミスがわかること」から，日々の授業を観て授業改善が可能であるという効果を実感した．し

かしながら，この実感が「客観的に省察する重要性への気づき」に強くは結びついていない．し

かしながら「画像の中に映る自分」の特徴によって，「客観的に授業を省察する重要性」に気づ

いている．そしてこの気づきが，「授業課題を明確にすること」につながったと考えられる．ま

た，「日々の授業において授業改善ができることを実感」して，「省察することで具体的な授業課

題を明確」にしている一方，「日々の授業で考えながら習得させるのは難しい」ととらえている．

つまり，省察して課題を明確にするという授業改善のレベルと，日々の授業で実際にその課題の

改善を行って成果を出すというレベルの違いを認識したと考えられる． 

 

以上の結果から，熟達教師は，目の前で起きている現象をとらえることよりも，授業全体の流

れや，全体計画の中でのこの授業やこの現象をとらえていることが明らかとなった．また，熟達

教師は観えている現象から，様々な要因や全体を複合的にとらえていることが明らかとなった．



さらに，このような熟達教師の状況認知を初心者教師が観ることで，新たな気づきや学びが促さ

れることが明らかとなった．また，動画による語りをどのようにとらえていたかについては，具

体的な授業課題を明確にできる一方，日々の授業の中で実際に課題を改善することは難しいと

とらえていた．そのため，この方法を空き時間や自宅で積極的に使ってデータを蓄積していける

のではないかという開発の意図は，具体的な授業課題を明らかにするレベルでは機能する可能

性はあるが，その課題を授業に生かして成果を出すというレベルでは意図通りにならなかった． 
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